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平成29年度予算から主要新規事業を紹介
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（小幡憲仁）

●保育所給食室のトイレ改修・屋上防水工事
　食中毒予防のため町内全保育所のトイレの改修工事を行う。
　また、高浜・青郷保育所に屋上防水工事を実施する。
　高浜・和田保育所は改修計画があるため必要最低限度の工事となることを確認した。

●子育て世代包括支援センター開設に向けた施設改修等
　妊娠から出産、子育て期までの包括的子育て支援体制が
　構築される。（トピックス記事参照）

●青葉山麓研究所の薬草産地化推進事業補助金
　青葉山麓の遊休農地などを活用し薬草の育苗センターと加工施設の整備補助を行う。

●白浜公衆トイレ改修工事
　白浜海岸公衆トイレのバリアフリー化改修工事を行う。

●高浜消防分署改修工事
　高浜消防分署の外壁タイルの改修工事を行う。

●除雪機購入
　自主防災組織に除雪機を貸与するための9台分の購入費用である。

●高浜小学校体育館システム天井取替工事
　地震発生時に体育館の天井材が落下することを防ぐために天井取替工事を行う。

●和田公民館建設工事
　様々な人が集い、地域とつながる「まちの縁側」として新しく生まれ変わる。（トピックス記事参照）

●文化会館舞台吊物設備改修工事
　30年以上経過した文化会館大ホール・小ホールの舞台吊物設備の改修工事を行う。

●福井国体プレ大会の開催経費
　平成30年福井国体開催に向けて、平成29年度にプレ大会を開催する。
　高浜町ではセーリングとトライアスロン競技が開催される。

3,198万9千円

2,592万5千円

5,125万円

1,271万3千円

1,347万4千円

952万6千円

5,948万5千円

5億5,398万6千円

4,773万6千円

3億9,500万円
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新中央体育館建設状況視察

原子力防災対策施設改修 （青郷小学校体育館）

ス
ポ
ー
ツ
で
健
康
増
進
と

活
気
あ
ふ
れ
る
町
に 

（
４
月
18
日
〜
供
用
開
始
）

　2月28日、完成間近の「新中央体育館」建設状況の視察を行なった。
　誰もが快適にスポーツを楽しめ、避難時にも安心・安全が確保される体育館として、大勢
の皆さんに利用して頂ける、価値ある体育館となっていた。当初、課題となった冷暖房設備
も備えられ、4月16日の落成式に向け急ピッチの仕上げが行なわれていた。　　（井上順也）

　3月22日、原子力災害時に即時避難が困難な避難行動要支援者等を安全
に避難させるため、青郷地区の青郷小体育館に、放射線防護機能を付加し
た一時的な屋内退避施設設置状況の視察を行なった。避難施設は、ドーム
式エアーシェルター 2基（120
名）と発電設備からなる。
 ・費用／ 1億6048万8千円
　　　　（10/10県補助）

■中央体育館施設使用料（町内に住所を有する団体）

中
央
体
育
館

アリーナ全面
アリーナ１／２面
アリーナ１／３面
アリーナ２／３面
全館
ランニングコース
多目的室

1,000円
500円
400円
700円

1,500円
無料

1時間　100円

400円
200円
200円
300円

使用に応じ徴収
無料

1時間　100円

3,000円
※ 

使用に応じ徴収
－

100円

使用料

施 設

使用料 照明使用料 空調使用料

「午前、午後、夜間」各１回に付き 「1時間当たり」
の料金※なお、「午前」は「9時～12時」、「午後」は「13時～17時」、

「夜間」は「18時～21時30分」の時間となっています。 

※「町内に住所を有する団体」の「空調使用料」に限り、平成31年
3月31日まで、「1時間当たり1,500円」の使用料金とします。

写真左：アリーナ　写真右：１周185ｍのランニング走路（2階）

●延床面積(4,204㎡)
●バスケット2面、
　バレーボール3面、
　バドミントン10面
●観覧席303席
　（エレベータ設置）
●ガス式冷暖房
●駐車場210台

新中央体育館概要

　尚、本施設と同様のエアーシェルターを、新中央体育館にも29年
度に設置される。 ・費用／2億300万円（10/10県補助）  （井上順也）

ドーム式エアーシェルター

総事業費：17億6,400万円
主要な財源
国：サイクル交付金 6億6千万円
町：スポーツ振興繰入基金 1億円
　　整備事業起債　9億9千万円
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機能が広がり和田地区発信の
　　　　公民館活動の発展が見込まれる

和
田
公
民
館
建
設
工
事

　
　
　
い
よ
い
よ
始
ま
る

妊娠から子育てまで切れ目のないサポートスタート!

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

開
設
に
向
け
改
修
工
事
開
始

　高浜町では「高浜町子育て世代包括支援センター」を平成30年度から開設する
ため、施設改修等の整備に2,592万円を予算計上した。
　改修箇所としては、妊婦・乳幼児スペースの設置や、おむつ替え・授乳スペース、
相談室や子供が遊べるスペースの設置など。週3回助産師も配置する予定。場所
は高浜町保健福祉セン
ター1Fチャイルドルー
ム及び多目的ホール。
　妊娠から出産、子育
て期まで、切れ目のな
い包括的子育て支援体
制が構築され、子育て
世代が子育てしやすい
環境が整うことを期待
する。　　  （児玉千明）

【和田公民館建設事業費】　5億5,398万6千円
●内 訳
 ・ 工事監理委託料　1,236万6千円
 ・ 建設工事　　　　5億4,162万円
　〔鉄筋コンクリート造２階建
　　　　　　延床１,２１９．８９㎡〕

●主な財源内訳
 ・ 電源立地地域対策交付金
 ・ 電源立地地域対策交付金施設整備基金
 ・ 文化施設整備基金　　　　　

１億1,000万円
４億円

1,000万円

　和田公民館は、旧公民館の解体工
事に続き土地の造成も終了し、いよ
いよ待ちに待った槌音が聞こえてく
る。
　地区民に愛された桜の木を残し、
駐車場も29台を確保。内部は調理室、
茶室としても利用できる和室、誰も
が利用できるサークルコーナーや多
目的室など、様々な人が集い、地域
とつながる「まちの縁側」として、新しく生まれ変わる。6月頃から建設工事が始まり、約
10か月の工期で平成30年4月のオープン予定。　　　　　　　　　　　　　（大塚ひとみ）

ブロック・つみき

ロフトコーナー

えほんコーナー

あそびの広場

クライミング
コーナーオムツ替えスペース

相談スペース

エントランス

妊婦・授乳スペース

高浜町子育て世代包括支援センター
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3月定例会では以下の議案を慎重審議しました

予算決算

予算決算

厚生文教

厚生文教

厚生文教

厚生文教

総務産業

総務産業

総務産業

総務産業

総務産業

予算決算

厚生文教

厚生文教

厚生文教

厚生文教

総務産業

総務産業

総務産業

総務産業

総務産業

総務産業

総務産業

総務産業

総務産業

総務産業

総務産業

総務産業

総務産業

総務産業

総務産業

総務産業

総務産業

厚生文教

厚生文教

関連ページ

全員賛成で承認

全員賛成で可決

全員賛成で可決

全員賛成で可決

全員賛成で可決

全員賛成で可決

賛成多数で可決

全員賛成で可決

全員賛成で可決

全員賛成で可決

全員賛成で可決

賛成多数で可決

賛成多数で可決

全員賛成で可決

賛成多数で可決

全員賛成で可決

全員賛成で可決

賛成多数で可決

全員賛成で可決

全員賛成で可決

賛成多数で可決

全員賛成で可決

全員賛成で可決

全員賛成で可決

全員賛成で採択

全員賛成で採択

全員賛成で採択

賛成多数で可決

賛成多数で可決

賛成多数で可決

全員賛成で採択

全員賛成で採択

全員賛成で採択

全員賛成で採択

全員賛成で採択

P14

P14

P17

P17

P17

P17

P16

P16

P16

P16

P16

P2,7,14,15

P17

P17

P17

P17

P16

P16

P16

P16

P16

P16

P16

P16

P16

P16

P16

P16

P16

P16

P16

P16

P16

P17

P17

専決処分の承認［平成28年度高浜町一般会計補正予算（第5号）］

平成28年度高浜町一般会計補正予算（第6号）

平成28年度高浜町国民健康保険特別会計補正予算（第3号）

平成28年度高浜町国民健康保険特別会計補正予算（第3号）

平成28年度高浜町後期高齢者医療特別会計補正予算（第2号）

平成28年度高浜町介護保険特別会計補正予算（第2号）

平成28年度高浜町簡易水道事業特別会計補正予算（第2号）

平成28年度高浜町公共下水道事業特別会計補正予算（第1号）

平成28年度高浜町集落排水事業特別会計補正予算（第2号）

平成28年度高浜町公有水面埋立事業特別会計補正予算（第1号）

平成28年度高浜町水道事業特別会計補正予算（第2号）

平成29年度高浜町一般会計予算

平成29年度高浜町国民健康保険特別会計予算

平成29年度高浜町国民健康保険診療所特別会計予算

平成29年度高浜町後期高齢者医療特別会計予算

平成29年度高浜町介護保険特別会計予算

平成29年度高浜町簡易水道事業特別会計予算

平成29年度高浜町公共下水道事業特別会計予算

平成29年度高浜町集落排水事業特別会計予算

平成29年度高浜町宅地分譲事業特別会計予算

平成29年度高浜町水道事業特別会計予算

高浜町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例

高浜町一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例

高浜町一般職の職員等の旅費に関する条例の全部を改正する条例

高浜町庁舎建設基金条例を廃止する条例について

高浜町用品の集中購買調達基金条例を廃止する条例

高浜町公有水面埋立事業特別会計条例を廃止する条例

高浜町町税条例等の一部を改正する条例

高浜町農業委員会の委員等の定数を定める条例の制定

高浜町特別職の職員の給与及び旅費等に関する条例の一部を改正する条例

高浜町水難救助員設置条例の一部を改正する条例

高浜町公有浜地使用条例の一部を改正する条例

城山駐車場の設置及び管理に関する条例を廃止する条例

高浜町立公民館の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例

高浜町営体育施設の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例

審議した委員会議 案 件 名 本会議採決結果

承認第1号

議案第1号

議案第2号

議案第3号

議案第4号

議案第5号

議案第6号

議案第7号

議案第8号

議案第9号

議案第10号

議案第11号

議案第12号

議案第13号

議案第14号

議案第15号

議案第16号

議案第17号

議案第18号

議案第19号

議案第20号

議案第21号

議案第22号

議案第23号

議案第24号

議案第25号

議案第26号

議案第27号

議案第28号

議案第29号

議案第30号

議案第31号

議案第32号

議案第33号

議案第34号

ト
ピ
ッ
ク
ス

採
決
一
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表

質
疑
・
討
論

一
般

質

問

委
員
会
報
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次ページへ続く
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景
観
を
活
か
し
、
走
っ
て
楽
し
め
る
工
夫

で
、
増
員
に
つ
な
げ
た
い
。

　
保
育
所
建
替
え
は
、
整
備
費
用
の
財
政
見

通
し
後
に
基
金
積
立
す
る
。

　
組
合
議
員
構
成
も
平
等
に
な
っ
た
。今
後
、

事
務
方
主
導
か
ら
脱
却
す
る
。

　
高
浜
原
発
30
キ
ロ
圏
の
避
難
計
画
と
、
説

明
会
を
求
め
る
も
の
で
る
。

　
既
に
高
浜
町
で
は
、
再
稼
働
前
に
実
行
さ

れ
て
お
り
、
問
題
な
い
。

　
危
険
な
原
子
力
発
電
に
あ
く
ま
で
し
が
み

つ
こ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
請
願
5
項
目
に
つ
い
て
、
政
府
に
強
く
改

善
を
求
め
る
。

　
安
全
を
第
一
に
早
期
再
稼
働
を
す
べ
き
。

避
難
者
い
じ
め
は
言
語
道
断
で
あ
る
。

本
会
議
で
の
質
疑
・
討
論

議
案
第
44
号

質
疑

請
願
第
1
号

討
論

町
長

町
長

保
健
福
祉
課
長 議

案
第
11
号

質
疑

賛
成
討
論

賛
成
討
論

渡
邊
　
孝 

議
員

賛
成
討
論

賛
成
討
論

山
本
富
夫 

議
員

賛
成
討
論

賛
成
討
論

井
上
順
也 

議
員

陳
情
第
1
号

討
論

反
対
討
論

反
対
討
論

山
本
富
夫 

議
員

反
対
討
論

反
対
討
論

渡
邊
　
孝 

議
員

井
上
順
也
議
員

は
ま
な
す
マ
ラ
ソ
ン
大
会
参
加
者
の
減
少
傾
向

の
歯
止
め
策
は
あ
る
の
か
。

粟
野
明
雄
議
員

事
務
組
合
は
、
冷
静
な
議
論
を
す
る
環
境
が
あ

る
の
か
。

小
幡
憲
仁
議
員

保
育
所
建
替
え
な
ど
の
財
政
重
要
が
あ
る
。
基

金
積
立
を
す
べ
き
で
は
。

厚生文教

厚生文教

厚生文教

厚生文教

総務産業

総務産業

総務産業

総務産業

総務産業

総務産業

原子力対策

原子力対策

－

－

原子力対策

関連ページ

全員賛成で採択

全員賛成で採択

全員賛成で採択

全員賛成で採択

全員賛成で採択

全員賛成で採択

全員賛成で採択

全員賛成で採択

全員賛成で採択

全員賛成で採択

賛成少数で不採択

賛成多数で採択

賛成多数で採択

賛成多数で可決

賛成多数で可決

P17

－

－

P17

P16

P16

P16

P16

P16

P16

P6

P6

P7

－

－

高浜町介護保険条例の一部を改正する条例

高浜町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例

高浜町地域包括支援センターの人員及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例

高浜町海釣り桟橋施設及び遊歩道の指定管理者の指定

高浜町広瀬山自然公園オートキャンプ場の指定管理者の指定

はまなすパークの指定管理者の指定

高浜町道路線の認定

公有水面埋立免許の諮問に係る答申

若狭広域行政事務組合の設立

高浜原発の再稼働前に避難計画の実効性確保と住民説明会を求める請願書

原子力行政の充実と強化を求める意見採択

合区解消に関する「県内の地方議会及び、県内地方4団体に対する働きかけ」

参議院選挙における合区の解消に関する意見書

原子力行政の充実と強化を求める意見書例

審議した委員会議 案 件 名
前 ペ ー ジ か ら の 続 き

本会議採決結果

議案第35号

議案第36号

議案第37号

議案第38号

議案第39号

議案第40号

議案第41号

議案第42号

議案第43号

議案第44号

請願第1号

陳情第1号

陳情第2号

発議第1号

発委第1号

高浜町指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに高浜町指定地域密着型介護予防
サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の一部を改正する条例
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7 第 130 号

　
　
漁
業
関
係
者
の
同
意
を
踏

ま
え
、
新
た
な
漁
協
本
所
や
荷

捌
き
施
設
は
塩
土
側
に
移
転
す

る
計
画
と
説
明
を
受
け
た
。

　
地
元
の
理
解
、
同
意
を
得
る

た
め
努
力
し
て
い
く
と
い
う
と

こ
ろ
で
止
ま
っ
て
い
る
よ
う
に

思
う
。
反
対
意
見
も
あ
る
よ
う

だ
が
、
進
捗
は
ど
う
か
。

　
　
塩
土
区
に
対
し
地
元
説

明
会
を
行
っ
た
中
で
、
強
い

北
風
と
南
風
が
吹
い
た
時
に

QA

高浜漁港再整備計画の進捗はQ
A 地元の理解、同意を踏まえた上で

磯部 武史 議員

漁
船
の
着
岸
や
離
岸
が
困

難
で
あ
る
と
い
う
意
見
を

い
た
だ
い
た
。
28
年
度
に

は
塩
土
側
で
の
着
岸
、
離

岸
試
験
を
行
い
現
在
集
計

し
て
い
る
。
漁
協
の
運
営

面
で
、
い
か
に
対
処
で
き

る
か
検
討
し
理
解
を
得
て

い
き
た
い
。

　

反
対
意
見
を
押
し
切
っ

て
計
画
を
進
め
る
も
の
で

は
な
い
。

高浜漁港再整備計画（案）

　

合
区
解
消
で
は
格
差
は
広
が
る
。
比
例
代

表
選
挙
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。　

　

住
民
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
し
っ

か
り
と
っ
て
頂
き
た
い
。

　

城
山
周
辺
再
整
備
は
、
生
活
道
路
の
規
制

が
重
な
ら
な
い
配
慮
を
申
す
。

　

雨
水
調
整
池
は
、
必
要
最
小
限
で
良
い
、

耐
震
性
は
過
剰
機
能
で
あ
る
。

　

高
浜
駅
前
の
冠
水
対
策
と
し
て
、
最
も
有

効
で
あ
る
と
計
画
さ
れ
た
事
業
。

　

52
％
が
原
発
財
源
。
危
険
な
原
発
の
代
償

で
、
不
健
全
な
財
政
で
あ
る
。

　

子
宝
手
当
、
保
育
所
給
食
室
ト
イ
レ
、
高

中
フ
ェ
ン
ス
改
修
を
評
価
す
る
。

　

高
浜
発
電
所
の
安
全
対
策
で
増
え
た
財
源

を
、
子
育
て
関
連
に
投
資
し
た
予
算
編
成
で

あ
り
、
評
価
す
る
。

　

同
和
対
策
予
算
は
不
要
、
原
発
財
源
は
不

健
全
と
は
、
も
っ
て
の
外
。

　

平
成
28
年
度
の
借
金
は
1
4
0
億
円
、
慎

重
に
各
施
策
を
実
施
の
こ
と
。

　

予
算
計
上
＆
執
行
の
上
で
、
関
係
団
体
と

の
協
議
を
重
ね
、
そ
れ
を
念
押
し
た
う
え
で

賛
成
。

賛
成
討
論

賛
成
討
論

山
本
富
夫 

議
員

賛
成
討
論

賛
成
討
論

釣
本
音
次 

議
員

賛
成
討
論

賛
成
討
論

児
玉
千
明 

議
員

賛
成
討
論

賛
成
討
論

粟
野
明
雄 

議
員

賛
成
討
論

賛
成
討
論

井
上
順
也 

議
員

賛
成
討
論

賛
成
討
論

小
幡
憲
仁 

議
員

賛
成
討
論

賛
成
討
論

磯
部
武
史 

議
員

賛
成
討
論

賛
成
討
論

磯
部
武
史 

議
員

陳
情
第
2
号

討
論

議
案
第
1
号

討
論

議
案
第
7
号
・
17
号

討
論

反
対
討
論

反
対
討
論

渡
辺
　
孝 

議
員

議
案
第
11
号

討
論

反
対
討
論

反
対
討
論

渡
辺
　
孝 

議
員

反
対
討
論

反
対
討
論

釣
本
音
次 

議
員
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NPOおひさまの施設

27号線沿の歩道

　
　

一
方
通
行
化
に
つ
い
て

は
、
長
期
的
に
検
証
し
て
い

く
。
青
郷
地
区
の
歩
道
拡
幅

に
つ
て
は
、
国
土
交
通
省
が
、

29
年
度
に
用
地
測
量
の
予
算

計
上
を
す
る
と
聞
い
て
い
る
。

　
　

若
者
や
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の

方
な
ど
の
お
も
て
な
し
施
策
の

一
環
と
し
て
、
無
料
の
モ
バ
イ

ル
充
電
ス
ポ
ッ
ト
の
設
置
が
で

き
な
い
か
。

　
　

観
光
協
会
を
通
じ
、Ｗ
ｉ

ｆ
ｉ
ス
ポ
ッ
ト
と
同
様
に
ス

テ
ッ
カ
ー
の
提
供
が
で
き
な

い
か
協
議
を
し
て
い
く
。

　
　

南
山
手
線
の
交
差
点
の
湯

谷
側
は
、
一
旦
停
止
の
標
識
が

な
く
、
国
道
に
急
い
で
通
行
す

る
車
両
を
多
く
見
受
け
る
。
通

学
道
路
で
あ
り
、
危
険
を
伴
う
。

標
識
を
設
置
で
き
な
い
か
。

　
　

現
状
の
踏
切
と
交
差
点

と
の
形
状
か
ら
考
え
る
と
、

通
行
に
混
乱
を
き
た
す
可
能

性
が
高
い
た
め
、
標
識
の
設

置
は
難
し
い
。

■
障
害
者
の
就
労
に
つ
い
て

　
　

町
内
に
就
労
す
る
事
業
所

が
少
な
い
。
就
労
で
き
る
施
設

を
設
け
る
考
え
は
な
い
か
。

　
　

施
設
の
建
設
で
は
な
く

個
々
に
相
談
に
対
応
す
る
。

町道事代坂田線の安全対策はQ
A

QQ AA

A AQ Q

　
　

高
齢
化
が
進
む
中
で
、
除

雪
す
る
方
が
少
な
く
な
っ
て
い

る
。
生
活
道
路
の
除
雪
作
業
を

迅
速
に
で
き
な
い
か
。

　
　

自
主
防
災
組
織
の
共
助

に
よ
る
除
雪
作
業
を
推
進
す

る
。
除
雪
機
の
貸
与
事
業
の

実
施
と
公
民
館
へ
の
共
用
除

雪
機
の
設
置
も
行
う
。

　
　

久
富
自
動
車
さ
ん
横
の
通

学
路
は
、
狭
く
危
険
で
あ
る
。

通
学
時
間
帯
を
一
方
通
行
に
で

き
な
い
か
。
青
郷
地
区
の
国
道

27
号
線
沿
い
の
一
部
の
歩
道
は

50
㎝
位
の
幅
し
か
な
い
。
拡
幅

は
で
き
な
い
か
。

Q

Q

Q A

AA

標示、標識設置を協議
廣瀬 とし子 議員

高齢化が進む中での除雪対策はQ
A 共用除雪機の配置も行う

井上 順也 議員

　
　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
お
ひ
さ
ま
施
設
に

つ
い
て
障
害
者
の
施
設
と
し
て

は
部
屋
が
狭
く
、
車
椅
子
の
移

動
時
は
大
変
困
る
。
改
善
す
る

考
え
は
な
い
か
。　

　
　

個
々
の
児
童
に
合
わ
せ
、

他
の
公
共
施
設
等
の
ス
ペ
ー

ス
を
活
用
す
る
な
ど
事
業
の

円
滑
な
実
施
を
お
願
い
し
た

い
。

■
学
校
教
育
に
つ
い
て

　
　

い
じ
め
、
不
登
校
問
題
は

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
　

学
校
内
で
、
い
じ
め
対

策
委
員
会
を
設
け
、
い
じ
め

の
未
然
防
止
等
に
関
し
て
の

協
議
を
定
期
的
に
実
施
す
る
。
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沿
道
の
耐
震
診
断
や
耐
震

化
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

か
。

　
　
「
高
浜
町
建
築
物
耐
震
改

修
促
進
計
画
」に
基
づ
き
、
緊

急
輸
送
道
路
の
沿
道
建
築
物

の
所
有
者
に
対
し
、
県
と
連

携
し
な
が
ら
、
耐
震
診
断
の

実
施
を
促
し
、
耐
震
化
を
図

る
よ
う
指
導
・
助
言
し
て
い

く
。

■
水
道
管
の
老
朽
化
に
つ
い
て

　
　
40
年
を
超
え
る
老
朽
水
道

管
は
ど
れ
く
ら
い
あ
る
か
。

　
　

来
年
に
排
水
管
路
の
約

59
％
、
延
長
で
59
㎞
が
布
設

か
ら
40
年
を
迎
え
る
。
災
害

時
に
拠
点
と
な
る
施
設
周
辺

道
路
な
ど
緊
急
性
や
重
要
性

の
高
い
も
の
を
優
先
的
に
進

め
て
い
く
。■

業
務
継
続
計
画

の
確
認
に
つ
い
て

　
　
業
務
継
続
計
画

策
定
の
進
捗
状
況

は
。

　
　

新
庁
舎
に
移

転
し
た
こ
と
か
ら
、

職
員
参
集
計
画
及

び
拠
点
代
替
計
画

を
見
直
し
、
行
政

デ
ー
タ
の
保
全
や

業
務
維
持
に
必
要

と
な
る
電
気
等
の

確
保
計
画
な
ど
、

防
災
計
画
と
の
調

整
を
図
り
な
が
ら

検
討
を
行
っ
て
い

く
。

災害時における避難ルート等
沿道の耐震化は

Q

QA

QA

QA

　
　
若
狭
広
域
行
政
組
合
設
立

に
お
け
る
事
業
内
容
に
つ
い
て

一
般
ご
み
の
広
域
化
で
施
設
の

規
模
・
場
所
・
管
理
運
営
方
式

は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
。

　
　

一
般
廃
棄
物
の
ご
み
焼

却
施
設
に
つ
い
て
は
若
狭
町

か
ら
高
浜
町
ま
で
の
4
市
町

を
ひ
と
つ
の
エ
リ
ア
と
し
て

そ
れ
ぞ
れ
整
備
を
進
め
処
理
・

運
営
方
式
は
、
公
設
公
営
方

式
、
公
設
民
営（
Ｄ
Ｂ
Ｏ
）方

式
等
、
議
会
か
ら
提
案
い
た

だ
い
て
い
る
方
式
も
俎
上
に

挙
げ
、
課
題
等
を
整
理
し
、

地
域
に
あ
っ
た
方
式
の
検
討

を
進
め
て
い
く
予
定
。

　
　
除
雪
に
つ
い
て
多
く
の
問

題
課
題
が
見
え
た
が
対
策
は
。

　
　

改
善
点
と
し
て
除
雪
体

制
再
構
築
・
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

増
員
と
自
主
防
災
組
織
の
活

用
。
地
元
区
へ
排
雪
場
所
や

仮
置
き
場
の
提
供
に
つ
い
て

事
前
に
照
会
す
る
こ
と
も
検

討
。
役
場
の
除
雪
機
を
有
効

に
道
路
除
雪
に
使
っ
て
い
く
。

Ｊ
Ｒ
湯
谷
踏
み
切
り
周
辺
の

道
路
の
融
雪
は
、Ｊ
Ｒ
踏
切
改

良
の
目
途
が
あ
り
融
雪
を
同

時
並
行
で
検
討
し
て
行
く
。

QA

A Q

西野 朋宏 議員

若狭広域行政組合設立で一般ごみ施設の
運営は公設民営（DBO）方式なのかQ

A 29年度管理運営について広域ごみ焼却
施設の施設整備計画を策定する予定山本 富夫 議員

A 今後も住宅・建築物の耐震化を
促進していく

近江八幡市環境エネルギーセンター（DBO方式）

地震による倒壊家屋
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関西ワールドマスターズゲームズ大会
でライフセービング種目の誘致を

Q
A

　
　

農
林
水
産
業
ど
の
分
野
も

高
齢
化
、
後
継
者
不
足
が
問
題

視
さ
れ
る
中
、
農
地
で
は
耕
作

放
棄
地
の
拡
大
や
、
獣
害
被
害

な
ど
解
決
さ
れ
な
い
ま
ま
事
態

は
深
刻
な
状
態
が
続
い
て
い
る
。

①
今
後
の
耕
作
放
棄
地
問
題
②

「
ポ
ス
ト
コ
シ
ヒ
カ
リ
」③
担
い

手
不
足
解
消
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

①
農
業
者
の
高
齢
化
と

後
継
者
不
足
に
よ
る
労
働
力

の
不
足
、
急
傾
斜
が
多
い
小

区
画
に
よ
る
低
い
生
産
性
な

ど
放
棄
地
が
増
加
す
る
事
で
、

獣
害
被
害
が
増
加
し
て
い
る

A

インバウンド観光に期待が持てる
費用対効果の面から検討したい 小幡 憲仁 議員

今後の農業政策はQ
A 将来に向け持続的に発展して行く
農業振興に取り組む井ノ元 康夫 議員

事
は
承
知
し
て
い
る
。
担
い

手
の
育
成
と
、
地
域
性
で
有

効
利
用
を
検
討
す
る
。②
十
分

な
報
告
出
来
る
段
階
で
は
な

い
が
、
選
任
さ
れ
る「
ポ
ス
ト

こ
し
ひ
か
り
の
生
産
者
」の
支

援
を
行
う
。③
当
町
の
認
定
農

業
者
は
県
内
で
も
低
い
数
値

と
な
っ
て
い
る
。
今
後
も
そ

の
育
成
と
確
保
に
取
り
組
む
。

ま
た
現
在
の
支
援
の
制
度
を

利
用
し
て
頂
き
な
が
ら
、
機

械
購
入
補
助
に
つ
い
て
も
要

件
を
満
た
し
て
頂
け
れ
ば
問

題
解
決
に
向
け
て
取
り
組
む
。

耕作放棄地

Q

　
　

２
０
２
１
年
に
中
高
年
者

の
ス
ポ
ー
ツ
国
際
大
会
で
あ
る

関
西
ワ
ー
ル
ド
マ
ス
タ
ー
ズ

ゲ
ー
ム
ズ
が
開
催
さ
れ
る
。
各

国
か
ら
多
数
の
参
加
者
が
関
西

を
訪
れ
る
。
こ
の
大
会
の
デ
モ

ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
種
目
に
ラ

イ
フ
セ
ー
ビ
ン
グ
競
技
を
誘
致

す
べ
き
。

　
　

大
会
の
正
式
種
目
は
決

ま
っ
て
い
る
が
国
際
ラ
イ
フ

セ
ー
ビ
ン
グ
連
盟
は
積
極
姿

勢
で
あ
る
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

観
光
の
機
会
で
も
あ
り
、
誘

致
に
伴
う
費
用
面
や
実
現
性

を
調
査
検
討
し
た
い
。

■
高
浜
町
式
ネ
ウ
ボ
ラ
の
今

後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

　
　

平
成
30
年
度
に
開
設
す
る

子
育
て
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
高
浜
町
式
ネ
ウ
ボ
ラ
）の
取
り

組
み
を
問
う
。

　
　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
を

改
修
し
子
育
て
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
を
整
備
す
る
。
助
産

師
や
社
会
福
祉
士
を
雇
用
し

相
談
体
制
を
充
実
す
る
。

■
障
害
者
差
別
解
消
法
の
対

応
に
つ
い
て

　
　

高
浜
町
の
対
応
を
問
う
。

　
　

法
に
基
づ
き
職
員
対
応

要
領
を
作
成
済
。

QA

AA QQ

誘致が期待されるライフセービング種目
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城
山
・
天
王
山
の
整
備
補

修
工
事
の
概
要
は
。

　
　
遊
歩
道
利
用
者
の
安
全

確
保
の
為
に
法
面
及
び
老
朽

個
所
の
補
修
的
整
備
の
測
量

設
計
・
工
事
を
行
う
。
国
定

公
園
内
で
許
可
申
請
が
必
要

の
為
、
国
県
と
協
議
し
景
観

に
配
慮
し
た
整
備
を
進
め
る
。

　
　
城
山
荘
・
公
園
再
整
備
計

画
基
本
計
画
策
定
の
方
針
と
漁

港
整
備
計
画
と
の
関
連
は
。

　
　
城
山
荘
は
公
園
全
体
か

ら
海
沿
い
エ
リ
ア
へ
の
広
が

り
や
町
全
体
の
経
済
発
展
に

も
影
響
す
る
事
か
ら
、
採
算

性
の
あ
る
事
業
化
へ
の
視
点

で
専
門
分
野
の
助
言
を
得
な

が
ら
計
画
を
進
め
る
。

　
公
園
整
備
は
町
内
の
公
園
の

統
合
整
備
も
含
め
て
、
景
勝
を

活
か
し
た
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
し

て
の
公
園
機
能
を
利
用
者
と
と

も
に
検
討
し
て
い
く
。

　
漁
港
整
備
計
画
は
海
沿
い

エ
リ
ア
の
賑
わ
い
創
出
に
お

い
て
、
密
接
な
関
係
が
あ
る
。

今
回
は
基
本
計
画
の
策
定
で

事
業
化
移
行
は
、
漁
港
再
整

備
の
内
容
、
進
捗
を
併
せ
見

て
進
め
て
い
く
。

景勝を活かした公園整備計画の
策定方針は

Q

QQ AA

　
　
一
次
産
業
の
振
興
は
大
切

だ
。
そ
の
中
で
も
人
の
意
識
が

肝
心
で
あ
る
。
各
論
で
は
漁
業

に
関
し
て
は
磯
枯
れ
対
策
が
必

要
で
あ
る
。

　
　
ま
ず
ビ
ジ
ネ
ス
に
な
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
農
業

で
は
景
観
形
成
も
大
事
で
あ

る
。
除
草
剤
な
ど
海
に
流
入

す
る
物
の
影
響
は
、
多
面
的

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
　
保
健
福
祉
課
が
新
庁
舎
に

入
ら
な
い
わ
け
は
。

　
　
ス
ペ
ー
ス
が
な
い
こ
と

が
一
つ
。
現
在
の
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
の
体
制
を
維
持
し

た
い
。
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー

ビ
ス
に
つ
い
て
は
、
職
員
が

不
便
の
無
い
よ
う
に
対
応
す

る
。

■
歴
史
遺
産
に
つ
い
て

　
　
県
の
無
形
文
化
財
に
指
定

さ
れ
る
と
、
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ

リ
ッ
ト
は
何
か

　
　
県
か
ら
指
導
や
助
言
を

受
け
ら
れ
る
が
、
管
理
者
独

自
の
判
断
で
実
施
で
き
な
く

な
る
。

Q QA A

A Q

上尾 德郎 議員

一次産業振興のキーポイントは何か
行政マンの意識改革が必要ではないかQ

A 前例踏襲主義から
考え方を変える必要がある粟野 明雄 議員

A 地域住民や事業者などが参画する
協議の場を設ける

滑り台の撤去された城山公園

磯枯れの状況
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和
田
海
水
浴
場
が
ブ
ル
ー

フ
ラ
ッ
グ
化
と
な
り
、
説
明
段

階
で
は
高
浜
地
区
か
ら
徐
々
に

ブ
ル
ー
フ
ラ
ッ
グ
化
し
た
い
と

の
説
明
で
あ
っ
た
が
、
進
捗
状

況
や
今
後
の
方
針
は
。

　
　
承
認
を
受
け
る
9
年
前

か
ら
、
地
元
資
本
や
地
域
の

体
制
が
基
盤
に
な
っ
て
い
る
。

和
田
地
区
を
参
考
に
し
た
体

制
作
り
か
ら
や
っ
て
い
き
た

い
。

　
　

各
海
水
浴
場
に
対
す
る
予

算
の
格
差
は
、
公
平
で
あ
る
か
。

　
　（
予
算
の
格
差
に
つ
い
て

は
答
弁
無
し
）ブ
ル
ー
フ
ラ
ッ

グ
認
証
や
継
続
を
進
め
る
方

針
か
ら
の
予
算
計
上
で
あ
り
、

城
山
で
は
公
園
再
整
備
、
他

の
海
水
浴
場
に
お
い
て
も
地

区
の
要
望
を
元
に
予
算
を
計

上
し
て
い
く
。

　
　

町
民
要
請
へ
の
対
処

は
適
正
に
な
さ
れ
て
い
る

の
か
、
な
さ
れ
て
い
な
い

よ
う
に
感
じ
る
。
格
差
も

感
じ
ら
れ
る
。
今
後
徹
底

し
て
ほ
し
い
。

　
　
海
岸
管
理
は
県
で

あ
り
、
要
望
が
あ
れ
ば

迅
速
に
対
応
を
要
請
し

て
い
く
。

各海水浴場に対する予算は公平か

A ブルーフラッグ化に向けた
予算計上、地域体制が重要

Q

QQ A

A
A Q

Q

　
　

赤
い
ル
ー
ト
は
、
現
在（
平

成
29
年
3
月
）使
用
中
の
配
管

で
青
い
ル
ー
ト
は
、
新
設
中
の

配
管
で
工
事
が
終
わ
れ
ば
赤
い

ル
ー
ト
は
不
要
と
な
る
。
こ
の

赤
い
ル
ー
ト
を
使
っ
て
豪
雨
時

に
郷
土
資
料
館
、
新
庁
舎
近
辺

等
が
冠
水
す
る
の
を
防
ぐ
た
め

畑
川
に
流
す
。
見
れ
ば
分
か
る

様
に
赤
い
ル
ー
ト
の
す
ぐ
近
く

に
汐
入
川
が
あ
り（
赤
丸
①
）こ

こ
に
ポ
ン
プ
を
設
置
し
、
畑
川

の
上
に
露
出
し
て
い
る
箇
所

（
赤
丸
②
）を
切
断
し
て
畑
川
へ

流
せ
ば
よ
く
既
設
配
管
を
使
う

た
め
簡
素
で
工
事
費
も
安
い
。

Q

A

児玉 千明 議員

汐入雨水対策施設に
約19億円かけるのは無駄Q

A 不要となる旧送水管を使う施工は、
耐用年数と耐震性に問題がある釣本 音次 議員

現
行
の
工
事
費
は
汐
入
1
号

（
約
15
・
2
億
円
）、
2
号（
約

3
・
8
億
円
見
込
）総
額
約
19

億
円（
見
込
）と
膨
大
と
な
る
。

現
行
の
送
水
管
の
最
大
流
量
は

3
4
0
㎥
/
ｈ
な
の
で
こ
れ
を

排
水
管
と
し
て
使
え
ば
汐
入
２

号
雨
水
調
整
池
容
量
1
0
0
0

㎥
な
ら
3
時
間
で
放
水
し
て
し

ま
う
。
又
、
現
行
の
方
式
で
は

1
0
0
0
㎥
以
上
貯
水
で
き
な

い
。
限
界
が
あ
る
。

　
　
配
管
の
耐
用
年
数
が
来

る
の
で
そ
れ
を
使
用
す
る
の

は
無
理
。
又
、
配
管
に
耐
震

性
が
な
い
。

送水管ルート図

町民が声を上げるまで
砂浜侵食が進んでいた若宮海水浴場
　　　　　　　　　　　（昨年時点）

1

2
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人
口
減
少
問
題
は
町
民
の

様
々
な
課
題
と
関
連
す
る
、
大

き
な
問
題
と
捉
え
て
い
る
。
特

に
移
住
定
住
対
策
に
つ
い
て
２

点
質
問
す
る
。

①「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
」を
策
定
し
て
、

１
年
半
が
経
過
し
た
が
、
こ
の

問
題
へ
の
具
体
的
な
成
果
は
。

②
県
の「
福
井
版
ワ
ー
キ
ン
グ

ホ
リ
デ
ー
」や「
二
地
域
居
住
」

事
業
と
、
今
後
ど
の
よ
う
に
連

携
し
て
い
く
の
か
。　
　

　
　

①
ブ
ル
ー
フ
ラ
ッ
グ
関

係
の
Ｐ
Ｒ
や
ラ
イ
フ
セ
ー
ビ

ン
グ
活
動
助
成
を
実
施
し
た

結
果
、
全
国
的
に
注
目
さ
れ

海
水
浴
客
の
増
加
に
繋
が
っ

た
。「
健
康
の
町
づ
く
り
事

業
」、「
移
住
定
住
総
合
バ
ン

ク
の
運
営
」、
ま
た
支
援
制
度

と
し
て「
結
婚
祝
い
金
」、「
同

窓
会
開
催
助
成
金
」や「
病
児
・

病
後
児
保
育
支
援
」で
女
性
の

転
入
超
過
と
な
っ
た
。

②「
和
田
de
路
地
祭
」や「
空
き

浜
茶
屋
の
転
活
用
事
業
」な
ど

で
中
長
期
の
大
学
生
受
入
れ

実
績
が
あ
る
。
県
の「
幸
福
ふ

く
い
ロ
ン
グ
ス
テ
イ
推
進
事

業
」も
活
用
し
、
連
携
し
て
積

極
的
に
取
り
組
み
た
い
。

人口減少問題への具体的な取組みと
その成果は

Q

QA

　
　

①
今
年
１
月
、
高
浜
原
発

２
号
機
の
工
事
用
ク
レ
ー
ン
が

倒
壊
し
た
が
見
解
を
問
う
。

②
政
府
は
、「
高
速
増
殖
炉
」開

発
を
断
念
し
た
。
国
の
原
発
政

策
の
大
転
換
と
思
う
が
見
解
を

問
う
。

　
　

①
事
故
、
災
害
の
未
然

防
止
の
た
め
の
リ
ス
ク
管
理

が
不
十
分
で
あ
っ
た
と
思
う
。

再
発
の
防
止
を
強
く
申
し
入

れ
て
い
る
。

②
政
府
は
、「
高
速
炉
」の
研

究
、
開
発
は
続
け
る
方
針
で

あ
り
、
大
き
な
意
義
が
あ
る

と
考
え
る
。

■
子
ど
も
医
療
費
窓
口
無
料

化
に
つ
い
て

　
　

県
は
、
平
成
30
年
度
か
ら

子
ど
も
医
療
費
の
病
院
窓
口
で

の
無
料
を
実
施
す
る
と
い
う
。

詳
細
は
。

　
　

今
後
、
県
は
医
師
会
等
、

関
係
団
体
と
協
議
し
て
い
く

こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
詳
細

は
こ
れ
か
ら
で
あ
る
。

■「
精
神
障
害
者
保
健
福
祉

手
帳
」の
交
付
に
つ
い
て

　
　
「
精
神
障
害
者
手
帳
」の
交

付
は
認
知
症
も
対
象
と
な
る
。

そ
の
条
件
は
。

　
　

主
治
医
の
判
断
と
、
県

の
判
定
に
よ
る
。
税
金
の
免

除
、
医
療
費
助
成
な
ど
の
サ
ー

ビ
ス
が
あ
る
。

QA

AQ QA

大塚 ひとみ 議員

高浜２号機
クレーン倒壊事故の見解はQ

A 極めて遺憾
渡邊 　孝 議員

A 結婚祝い金などの制度創設や各支援により
20～30歳代の女性の移住が増えた

空き浜茶屋転活用事業で、大学生中長期滞在（和田ビーチ）

クレーン倒壊状況
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り
、
調
査
で
工
事
が
2
か
月
遅
れ
た
。

　

姉
妹
都
市
の
交
流
で
は
今
年
は
ボ
リ
ョ
ン

市
の
ほ
う
か
ら
お
断
り
の
返
事
が
あ
っ
た
。

　

福
井
和
郷
へ
は
国
・
県
・
町
か
ら
多
額
の

補
助
金
が
支
出
さ
れ
て
い
る
。

　

金
額
的
に
安
く
入
札
し
て
も
断
ら
れ
て
い

る
現
状
が
あ
る
こ
と
な
ど
、
福
井
和
郷
は
地

元
企
業
と
し
て
高
浜
町
と
し
っ
か
り
連
携
を

し
て
い
く
よ
う
に
強
い
要
望
が
あ
っ
た
。
福

井
和
郷
の
決
算
は
単
独
決
算
で
あ
る
こ
と
・

補
助
金
分
の
減
価
償
却
に
は
ル
ー
ル
が
あ
る

こ
と
な
ど
を
確
認
し
た
。

　

ス
タ
ン
ド
式
の
購
入
準
備
を
し
て
い
る
。

職
員
は
、
使
用
方
法
も
マ
ス
タ
ー
し
て
お
く

べ
き
だ
と
の
指
摘
が
あ
っ
た
。

　

5
0
0
0
万
円
の
予
算
を
組
ん
だ
が
、

2
0
0
0
万
円
の
結
果
だ
っ
た
。

●
議
案
第
11
号

■
平
成
29
年
度
高
浜
町
一
般
会
計
予
算

　

予
算
の
総
額
は
、
97
億
1
6
0
2
万
8
千

円
と
決
ま
っ
た
。
前
年
度
よ
り
30
・
9
％
の

減
額
と
な
っ
た
。
新
庁
舎
公
民
館
・
中
央
体

育
館
の
完
成
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

【
総
務
費
】　

　

公
有
財
産
の
取
得
で
は
、
新
庁
舎
の
駐
車

場
用
地
の
予
算
が
付
い
た
。

　

一
つ
の
区
に
な
っ
て
頂
く
こ
と
の
メ
リ
ッ

ト
デ
メ
リ
ッ
ト
を
説
明
し
、
区
と
な
っ
て
頂

く
よ
う
に
お
願
い
を
し
て
い
く
と
の
方
針
が

示
さ
れ
た
。

　

新
庁
舎
で
の
W
i
F
i
で
は
、
使
い
勝
手

が
悪
い
と
の
指
摘
が
あ
っ
た
。

　

産
業
医
が
面
接
を
し
て
行
う
と
の
事
で
あ

る
。

　

新
庁
舎
の
自
転
車
置
き
場
の
屋
根
は
、
現

在
進
行
中
で
あ
る
。

　

オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通
は
朝
の
便
は
定
時
運

航
の
ほ
う
が
良
い
と
の
要
望
が
あ
っ
た
。

　

姉
妹
都
市
交
流
事
業
で
は
志
賀
町
と
の
交

流
を
も
っ
と
進
め
る
よ
う
に
要
望
が
あ
っ

た
。

【
民
生
費
】

　

子
宝
手
当
と
し
て
3
歳
に
な
る
ま
で
、
月

5
0
0
0
円
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。

　

食
中
毒
予
防
の
た
め
保
育
所
の
ト
イ
レ
を

改
修
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

【
農
林
水
産
業
費
】

　

薬
草
栽
培
の
産
地
化
を
図
る
た
め
、
薬
草

用
育
苗
セ
ン
タ
ー
・
加
工
施
設
が
で
き
る
こ

◇
3
月
13
日（
月
）〜
15
日（
水
）

●
承
認
第
１
号

　

こ
の
冬
の
積
雪
が
多
か
っ
た
た
め
、
除
雪

費
が
増
え
た
も
の
で
、
1
0
0
0
万
円
を
増

額
し
た
。
補
正
を
組
ま
な
く
て
も
い
い
よ
う

な
予
算
措
置
を
す
る
べ
き
と
の
意
見
が
出

た
。
町
が
所
有
す
る
重
機
を
民
間
の
土
地
の

除
雪
に
も
活
用
で
き
な
い
か
と
の
要
望
が
あ

っ
た
。

●
議
案
第
１
号

■
平
成
28
年
度
高
浜
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
6
号
）

　

城
山
の
工
事
で
古
い
お
堀
の
石
垣
が
あ

予算決算
常任委員会レポート

　　　　　　　　　　　委員長  粟野 明雄

平成29年度予算決定 
97億1602万8千円

新
興
住
宅
地
の
自
治
会
の
設
立
に
つ
い
て

職
員
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
つ
い
て

ふ
る
さ
と
納
税
の
状
況
は
。

建
設
工
事
に
、
地
元
企
業
が
入
れ
な
い
の
は
ど

う
い
う
こ
と
か
。

新
庁
舎
の
A
E
D
設
置
に
つ
い
て
。

今年の積雪

お堀の石垣
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吉
坂
本
堡
塁
に
つ
い
て
は
整
備
を
す
る
よ

う
に
要
望
が
出
さ
れ
た
。

　

中
央
体
育
館
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

で
は
、
北
陸
高
校
と
京
都
の
洛
南
高
校
の
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
試
合
を
す
る
と
い
う
計

画
で
あ
る
。

　

総
括
で
は
青
葉
ト
ン
ネ
ル
の
実
現
に
向
け

て
期
成
同
盟
会
を
設
立
す
る
べ
き
と
の
要
望

が
出
た
。

　

町
長
は
理
解
す
る
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

と
と
な
っ
た
。

　

適
正
な
個
体
数
に
な
る
ま
で
や
る
と
の
答

弁
が
あ
っ
た
。

　

和
田
地
係
の
イ
チ
ゴ
の
ハ
ウ
ス
栽
培
に

は
、
公
募
を
し
、
審
査
の
結
果
、
町
外
の
方

に
決
定
を
し
た
。
高
浜
町
に
移
住
が
条
件
。

【
商
工
費
】　

　

青
葉
山
の
古
代
杉
は
現
在
調
査
中
で
あ

る
。

　

平
成
28
・
29
年
で
完
成
さ
せ
る
と
回
答
が

あ
っ
た
。

【
土
木
費
】

　

道
路
新
設
工
事
と
し
て
、
野
原
高
浜
港
線

と
発
電
所
と
の
接
続
道
路
の
設
計
費
が
計
上

さ
れ
た
。

【
消
防
費
】

　

除
雪
機
9
台
を
購
入
し
、
自
主
防
災
組
織

に
貸
与
し
災
害
時
の
対
応
と
地
域
防
災
力
の

向
上
を
図
る
こ
と
と
な
っ
た
。

【
教
育
費
】

　

学
校
教
育
で
は
縦
・
横
の
つ
な
が
り
を
求

め
る
意
見
が
あ
り
、
学
校
教
育
の
中
で
縦
の

つ
な
が
り
を
作
っ
て
い
る
と
の
答
弁
が
あ
っ

た
。

　

資
料
館
に
展
示
が
し
て
あ
る
と
の
答
弁
が

あ
っ
た
。

一
過
性
の
イ
ベ
ン
ト
は
や
め
る
選
択
も
す
る
べ

き
で
、
費
用
・
町
民
も
疲
れ
る
。

妙
見
山
の
整
備
に
つ
い
て
。

井
上
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
活
用
に
つ
い
て
。

鳥
獣
害
対
策
は
い
つ
ま
で
や
る
の
か
。

七宝花紋縄手香炉

吉坂本堡塁

青葉トンネル

イチゴハウス

議会傍聴に
お越しください
議会傍聴に
お越しください
会議当日、議会事務局にて受付致します。
事前予約は不要です。
次回定例会は6月です。

高浜町議会事務局　☎0770（72）7710
http://www.town.takahama.fukui.jp/index.html
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汐入2号雨水調整池建設予定地（郷土資料館駐車場）

◇
3
月
16
日（
木
）

●
陳
情
第
2
号 

■
合
区
解
消
に
関
す
る「
県
内
の
地
方
議
会

及
び
、
県
内
地
方
４
団
体
に
対
す
る
働
き
か

け
」

　

地
方
の
声
を
十
分
通
し
反
映
さ
せ
る
た
め

に
は
合
区
は
逆
行
し
早
期
に
解
消
す
べ
き
意

見
が
出
さ
れ
た
。

●
議
案
第
6
号
・
第
7
号
・
第
8
号
・

第
9
号
・
第
10
号

■
平
成
28
年
度
補
正
予
算

　

雨
水
対
策
は
旧
送
水
管
を
利
用
し
送
水
す

べ
き
、
被
害
は
19
億
の
投
資
金
額
で
賄
う
べ

総務産業
常任委員会レポート

　　　　　　　　　　　委員長  山本 富夫

平成29年6月　若狭
広域行政組合スタート

き
意
見
が
あ
っ
た
が
、
町
民
の
兼
ね
て
か
ら

の
要
望
で
あ
り
雨
水
対
策
は
重
要
施
策
で
あ

る
と
の
多
数
意
見
。

●
議
案
第
16
号
・
第
17
号
・
第
18
号
・

第
19
号
・
第
20
号

■
平
成
29
年
度
特
別
会
計
当
初
予
算

　

総
額
14
億
1
3
5
7
万
5
千
円
。

　

公
共
下
水
予
算
で
雨
水
対
策
汐
入
２
号
調

整
池
の
流
入
方
法
は
、
自
然
流
入
で
せ
せ
ら

ぎ
ラ
ン
ド
耐
震
診
断
は
国
交
省
通
達
で
あ

る
。

【
条
例
関
係
】

●
議
案
第
21
号
・
第
22
号
・
第
23
号
・

第
24
号
・
第
25
号
・
第
26
号
・
第
27
号
・

第
28
号
・
第
29
号
・
第
30
号
・
第
31
号
・ 

第
32
号

　

公
務
員
育
児
休
業
等
の
改
正
。
月
額
給
料

表
改
正
。
旅
費
規
程
で
鉄
道
グ
リ
ー
ン
車
、

航
空
機
等
の
規
定
に
つ
い
て
各
等
級
で
規
定

し
近
隣
市
町
と
共
有
し
今
後
中
身
の
検
討
す

る
考
え
。
新
庁
舎
完
成
に
伴
う
基
金
条
例
の

廃
止
。
集
中
購
買
変
更
に
よ
る
基
金
条
例
の

廃
止
。
公
有
水
面
施
設
整
備
完
了
に
伴
い
繰

上
げ
償
還
に
よ
る
条
例
廃
止
。
軽
自
動
車
税

の
名
称
変
更
、
環
境
性
能
割
、
法
人
住
民
税

の
住
宅
控
除
の
適
用
延
長
を
条
例
に
定
め

る
。
農
業
委
員
会
法
改
正
に
よ
る
委
員
会
の

定
数
を
定
め
、
報
酬
の
一
部
改
正
で
詳
細
は

６
月
定
例
会
で
方
向
性
が
示
さ
れ
る
。
水
難

救
助
員
の
町
外
者
に
委
嘱
可
能
の
改
正
。
浜

地
使
用
の
管
轄
、
利
用
料
金
等
と
使
用
期
間

は
４
月
〜
９
月
ま
で
に
前
倒
可
と
な
る
。
城

山
周
辺
再
整
備
事
業
の
推
進
に
伴
う
、
駐
車

場
除
却
に
よ
る
条
例
廃
止
。

【
そ
の
他
関
係
】

●
議
案
第
39
号
・
第
40
号
・
第
41
号
・

第
42
号
・
第
43
号
・
第
44
号

　

海
釣
り
桟
橋
及
び
遊
歩
道
、
広
瀬
山
自
然

公
園
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
、
は
ま
な
す
パ
ー

ク
の
指
定
管
理
の
指
定
。
新
県
道
畑
若
狭
和

田
停
車
場
線
完
成
に
よ
る
町
道
園
部（
下
道
）

を
町
道
に
変
更
。
内
浦
港
港
湾
区
域
の
音
海

地
先
公
有
水
面
埋
立
免
許
の
埋
立
法
に
よ
る

提
案
。
本
年
6
月
1
市
3
町
に
よ
る「
可
燃

ご
み
処
理
」に
関
す
る
事
務
の
共
同
処
理
す

る
規
約
を
定
め
若
狭
広
域
行
政
組
合
設
立
の

提
案
。

県道畑若狭和田停車場線内浦港 公有水面埋立事業（音海）



17 第 130 号

ト
ピ
ッ
ク
ス

採
決
一
覧
表

質
疑
・
討
論

一
般

質

問

委
員
会
報
告

◇
3
月
17
日（
金
）

●
議
案
第
２
号

■
平
成
28
年
度
高
浜
町
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

　

後
期
高
齢
者
の
支
援
金
と
は
、
国
保
税
の

中
の
支
援
金
分
と
介
護
分
と
医
療
分
の
３
構

造
に
な
っ
て
い
る
、
そ
の
分
の
後
期
高
齢
者

支
援
金
並
び
介
護
納
付
金
の
額
の
決
定
に
よ

り
、
更
生
減
額
を
行
っ
て
い
る
。

●
議
案
第
３
号

■
平
成
28
年
度
高
浜
町
国
民
健
康
保
険
診
療

所
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）　

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
つ
い
て
は
、
平

成
27
年
度
の
途
中
か
ら
国
の
指
導
も
あ
り
和

田
診
療
所
で
は
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
の
導
入
を

進
め
て
い
る
。
診
療
報
酬
収
入
の
不
足
額
を

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
繰
入
金
を
増
額
し

調
整
を
行
な
っ
た
。　

●
議
案
第
４
号

■
平
成
28
年
度
高
浜
町
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

　

保
険
基
盤
安
定
負
担
金
の
決
定
等
に
よ
り

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
納
付
金
を
計
上

す
る
。

●
議
案
第
５
号

■
平
成
28
年
度
高
浜
町
介
護
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
２
号
）

　

地
域
密
着
型
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
が
減

額
の
内
容
は
、
3
事
業
所
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

を
予
定
し
て
い
た
が
、
1
事
業
所
だ
け
で
あ

っ
た
。

●
議
案
第
12
号

■
平
成
29
年
度
高
浜
町
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
予
算

　

国
民
健
康
保
険
制
度
改
正
に
伴
い
、
平
成

30
年
か
ら
県
単
位
に
広
域
化
さ
れ
る
。
今
後

は
県
の
運
営
協
議
会
の
中
で
、
医
療
給
付
、

町
の
所
得
構
成
、
受
診
機
関
を
そ
れ
ぞ
れ
査

定
す
る
。

●
議
案
第
13
号

■
平
成
29
年
度
高
浜
町
国
民
健
康
保
険
診
療

所
特
別
会
計
予
算

　

今
年
度
の
実
績
見
込
み
に
よ
り
診
療
所
に

必
要
な
経
費
を
計
上
す
る
。
診
療
所
に
は
医

師
2
名
、
非
常
勤
2
名
計
4
名
で
あ
る
。

●
議
案
第
14
号

■
平
成
29
年
度
高
浜
町
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
予
算

　

保
険
料
に
つ
い
て
は
2
年
ご
と
に
改
正
が

行
わ
れ
る
。
28
年
度
、
29
年
度
は
同
額
で
あ

る
、
均
等
割
が
4
万
3
7
0
0
円
、
そ
れ
と

所
得
割
と
い
う
形
で
所
得
金
額
の
7.9
％
が
福

井
県
の
保
険
料
と
し
て
計
算
さ
れ
て
い
る
。

●
議
案
第
15
号

■
平
成
29
年
度
高
浜
町
介
護
保
険
特
別
会
計

予
算

　

４
月
か
ら
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総

合
事
業
と
し
て
実
施
す
る
通
所
型
サ
ー
ビ
ス

給
付
費
負
担
金
等
を
含
め
地
域
支
援
事
業
費

に
6
9
0
0
万
円
等
近
年
の
実
績
及
び
制
度

改
正
で
あ
る
。

●
議
案
第
33
号

■
高
浜
町
立
公
民
館
の
設
置
及
び
管
理
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

高
浜
公
民
館
の
設
置
に
伴
い
、
中
央
公
民

館
と
し
て
の
役
割
を
終
え
る
。

●
議
案
第
34
号

■
高
浜
町
営
体
育
施
設
の
設
置
及
び
管
理
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
す
る
条
例

　

高
浜
町
立
中
央
体
育
館
の
開
館
に
向
け
、

施
設
使
用
料
等
を
定
め
る
。

●
議
案
第
35
号

■
高
浜
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

　

土
地
を
譲
渡
し
た
場
合
に
生
じ
る
売
却
収

入
等
長
期
譲
渡
所
得
等
に
係
る
特
別
控
除
額

を
用
い
る
条
例
の
改
正
で
あ
る
。

●
議
案
第
38
号

■
高
浜
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
人
員

及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の

一
部
す
る
条
例

　

主
任
介
護
支
援
専
門
員（
主
任
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
）の
更
新
制
度
が
導
入
さ
れ
る
。

厚生文教
常任委員会レポート

　　　　　　　　　　　委員長  廣瀬 とし子

国民健康保険の広域化
への準備は万全か

ポイント1 先発医薬品より安価で、経済的です。

ポイント2 効き目や安全性は先発医薬品と同等です。

ポイント3 欧米では幅広く使用されています。
ジェネリック医薬品の説明
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◇
3
月
21
日（
火
）

　

当
委
員
会
で
は
、
平
成
29
年
度
の
被
害

対
策
と
対
策
予
算
に
つ
い
て
担
当
課
に
詳

細
説
明
を
求
め
た
。
被
害
対
策
事
業
の
当

初
予
算
は
、
8
7
8
1
万
9
千
円
で
、
内

容
に
つ
い
て
は
以
前
実
施
し
た
調
査
結
果

特別委員会レポート
　　　　　　　　　　　委員長  井ノ元 康夫

平成29年度
鳥 獣 被 害 対 策 は

を
重
視
し
集
落
点
検
を
行
い
、
被
害
防
御

を
強
化
し
、町
民
の
方
へ
の
広
報
を
行
う
。

な
ど
の
説
明
が
あ
り
委
員
か
ら
は
、「
サ

ル
被
害
増
加
で
あ
る
が
、
対
策
は
」「
被
害

金
額
と
対
策
費
の
整
合
性
が
取
れ
て
い
る

の
か
」な
ど
の
質
問
に
対
し
、
大
き
い
群

れ
の
行
動
範
囲
は
広
く
、
多
く
の
被
害
が

出
て
い
る
事
が
確
認
出
来
て
い
る
。
加
害

個
体
と
考
え
、
重
点
的
に
対
策
を
行
う
。

ま
た
被
害
金
額
に
つ
い
て
は
、
農
済
が
集

計
し
た
水
稲
栽
培
被
害
で
あ
り
算
出
出
来

に
く
い
物
が
ほ
と
ん
ど
で
、
今
後
現
地
調

査
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど
現
状
把
握
を

行
う
答
弁
で
あ
っ
た
。

鳥獣害対策

ト
ピ
ッ
ク
ス

採
決
一
覧
表

質
疑
・
討
論

一
般

質

問

委
員
会
報
告

◇
3
月
21
日（
火
）

　

平
成
29
年
3
月
定
例
議
会
は
、
29
年
4

月
ス
タ
ー
ト
予
定
の
包
括
的
地
域
連
携
協

定
概
要
の
説
明
を
受
け
、
町
内
金
融
機
関

2
行
、
2
信
金
と
の
協
定
を
締
結
す
る
目

的
に
つ
い
て
7
つ
の
連
携
項
目
に
つ
い
て

意
見
交
換
。
高
浜
町
の
人
口
動
態
の
変
化

に
つ
い
て
若
い
女
性
の
移
住
者
が
増
え
て

い
る
と
の
内
容
が
示
さ
れ
、
15
歳
〜
64
歳

ま
で
の
女
子
が
35
人
の
転
入
超
過
と
な
り

26
年
ぶ
り
に
増
加
に
転
じ
た
と
の
報
告
が

あ
っ
た
。

　

29
年
度
の
人
口
減
少
関
連
対
策
総
額
予

算
は
3
億
6
5
5
8
万
円
と
な
っ
た
。

人口減少問題対策調査
特別委員会レポート

　　　　　　　　　　　委員長  山本 富夫

人口減少対策効果で
流入人口増加に転じる

　

最
後
に
、
2
年
間
の
審
査
を
通
し
て
多

く
の
理
事
者
提
案
事
業
や
委
員
か
ら
の
提

案
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
分
野
で
の
議
論
が

交
わ
さ
れ
た
。
審
議
は
会
期
内
8
回
で
25

時
間
、
閉
会
中
審
査
４
回
で
9
時
間
と
総

審
議
時
間
は
34
時
間
の
議
論
を
重
ね
、
理

事
者
側
と
は
中
身
の
濃
い
審
議
時
間
を
設

け
た
こ
と
は
大
き
な
成
果
。
対
策
事
業
も

若
い
女
性
、
子
供
た
ち
へ
の
支
援
は
高
浜

フ
ァ
ー
ス
ト
と
し
て
人
口
転
入
超
過
と
な

る
な
ど
徐
々
に
そ
の
成
果
が
見
ら
れ
た
。

同
特
別
委
員
会
と
し
て
は
、
今
後
も
人
口

減
少
対
策
を
継
続
実
施
し
て
い
く
こ
と
を

全
員
一
致
で
確
認
し
た
。

高浜町の人口推移グラフ

町内サル群れ別の行動範囲

二番穂に誘引された
サルの群れ（小和田区）

高浜町 転入・転出者数（男女別）高浜町 転入・転出者数（男女別）
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◇
3
月
22
日（
水
）

　

使
用
済
み
燃
料
対
策
に
つ
い
て
、
原
子

力
発
電
環
境
整
備
機
構
伊
藤
理
事
か
ら
説

明
を
受
け
た
。

　

高
レ
ベ
ル
廃
棄
物
の
最
終
処
分
地
は
、

国
が
科
学
的
有
望
地
を
提
示
し
、
状
況
を

踏
ま
え
、
関
係
自
治
体
に
申
し
入
れ
を
行

う
こ
と
が
示
さ
れ
た
。

　

万
が
一
の
事
故
の
時
は
、
国
は
関
係
法

令
に
基
づ
き
責
任
を
持
っ
て
対
処
す
る
と

い
う
こ
と
か
ら
、
関
係
法
令
を
内
閣
府
田

上
専
門
官
ら
2
名
よ
り
学
ん
だ
。

　

災
害
対
策
基
本
法
第
三
条
で
は
、
国
は

組
織
及
び
機
能
の
す
べ
て
を
上
げ
て
防
災

原子力対策
特別委員会レポート

　　　　　　　　　　　委員長  粟野 明雄

クレーン倒壊事故を踏
まえ安全対策を求める

に
関
し
万
全
の
措
置
を
講
じ
る
責
務
を
有

す
る
。
こ
の
こ
と
を
確
認
し
た
。
又
、
四

条
五
条
で
は
、
県
及
び
自
治
体
の
責
務
を

確
認
し
た
。

　

そ
の
後
、
青
郷
小
学
校
の
放
射
線
防
護

施
設
を
見
学
し
た
。

　

高
浜
発
電
所
の
現
状
は
、
１
．
２
号
の

運
転
延
長
に
向
け
理
解
活
動
対
策
を
目
的

に
体
制
を
強
化
し
た
こ
と
の
報
告
が
あ
っ

た
。
1
月
に
タ
ワ
ー
ク
レ
ー
ン
の
倒
壊
事

故
が
あ
り
、
状
況
報
告
を
２
回
受
け
た
。

安
全
対
策
を
十
分
に
行
い
二
度
と
こ
の
よ

う
な
事
故
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
、
住
民

の
信
頼
と
安
心
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
る

こ
と
を
要
請
し
た
。
そ
の
対
策
で
は
、
ク

レ
ー
ン
対
策
に
と
ど
ま
ら
ず
、
安
全
総
点

検
・
ゼ
ネ
コ
ン
へ
の
指
導
・
リ
ス
ク
感
受

性
の
向
上
や
安
全
文
化
の
再
徹
底
に
取
り

組
む
な
ど
の
改
善
が
示
さ
れ
た
。

　

原
子
力
行
政
の
充
実
と
強
化
を
求
め
る

意
見
書
を
採
択
し
、
国
に
提
出
し
た
。

● ●

● ●

● ●

● ●

5/16（火） 19:30〜21:00
 ● 高浜公民館　2 階会議室
　　上尾副議長、小幡議員、大塚議員、児玉議員

 ● 内浦公民館　1 階会議室
　　横田議長、渡邊議員、磯部議員、井上議員

議会をチェックするのはあなたです!!
批判や意見、提言など自由なご意見を
お聞かせください。

5/17（水） 19:30〜21:00
 ● 保健福祉センター　2 階大広間
　　上尾副議長、山本議員、井ノ元議員、釣本議員

 ● 青郷公民館　第 1 研修室
　　横田議長、粟野議員、廣瀬議員、西野議員

※どの会場でも自由にご参加ください。

議員と語ろう会議員と語ろう会議員と語ろう会

2 会場同時開催

ト
ピ
ッ
ク
ス

採
決
一
覧
表

質
疑
・
討
論

一
般

質

問

委
員
会
報
告

クレーン倒壊状況
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傍聴にお越しいただきました

　福井県では、昭和43年に「明るく、きよく、
たくましく」をスローガンに、第23回国民体
育大会を開催しました。この大会は人口百万
人以下の県で初めて開催された大会として、
県民一人ひとりに協力の精神と自信をもたら
しました。そして、前回の開催から50年目に
当たる平成30年に2巡目となる第73回国民
体育大会（福井国体）が開催されます。

　第73回国民体育大会福井県準備委員会では、

委
員
長

副
委
員
長

委　

員

井
上　

順
也

西
野　

朋
宏

小
幡　

憲
仁

大
塚
ひ
と
み

釣
本　

音
次

児
玉　

千
明

福
井
し
あ
わ
せ
元
気
国
体

　
競
技
別
プ
レ
大
会
開
催
！を目標としています。

①選手が躍動し、感動を生む国体

②県民が創り、楽しむ国体

③参加者のつながりを深め、福井の魅力
　を発信する国体を目指して、「スポーツ
　の感動を広め､未来へつなげる」

　プレ大会は、第73回国民体育大会における競技会運営能力の向上を図るとともに、町民の
国体に対する参加意識の向上と参加者をおもてなしの心で迎える機運の醸成を図ることを目的
として行われる大会です。高浜町においては、正式競技であるセーリング及びトライアスロン
のプレ大会が実施されます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （西野朋宏）

　　　　　高浜町婦人会の皆さまに議会傍聴にお越し頂きました。
議場と傍聴席が近くなり、より親近感のある議会、バリアフリー化、
明るくコンパクトな最新の設備が整った議場になったという声を頂
きましたが、声の小さい質問や答弁が聞こえづらい点、傍聴席まで
テレビで映ってしまう点などのご指摘も頂きました。議会として真
摯に受け止め改善していこうと思います。
　お越し頂いた皆さまありがとうございました。　　　　（児玉千明）

◇プレ大会開催期間／
　･トライアスロン：平成29年7月2日（日）
　･セーリング：平成29年9月8日（金）～10日（日）

◇プレ大会競技会場／
　･セーリング（成年男子・女子／少年男子・女子）
　：若狭和田マリーナ特設セーリング会場
　　　　　　　（若狭和田マリーナ、若狭和田漁港）

　･トライアスロン（成年男子・女子）
　　　　 ：高浜町特設トライアスロン会場
　　　　　　　　　　　　 （安土公有水面埋立地）

　･トライアスロン
　･セーリング

　･セーリング（成年男子・女子／少年男子・女子）

　･トライアスロン（成年男子・女子）

　

平
成
28
年
度
を
振
り
返
れ
ば
ブ
ル
ー

フ
ラ
ッ
グ
認
証
後
初
め
て
の
海
開
き
を

迎
え
、
若
狭
和
田
海
水
浴
場
だ
け
で
約

2.6
万
人
増
え
成
果
が
み
え
る
が
、
継
続

し
て
取
り
組
む
べ
き
事
業
で
一
喜
一
憂

せ
ず
ジ
ッ
ク
リ
腰
を
据
え
て
と
り
く
ん

で
い
く
事
を
期
待
し
た
い
。

　

新
庁
舎
、
新
高
浜
公
民
館
も
ス
タ
ー

ト（
平
成
29
年
1
月
4
日
）し
、
3
カ
月

が
過
ぎ
様
と
し
て
い
る
。
町
民
の
皆
様

の
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
務
め
、
親
し
ま
れ

愛
さ
れ
る
役
場
で
あ
り
公
民
館
で
あ
っ

て
ほ
し
い
。

　

高
浜
町
に
と
っ
て
原
発
の
存
在
は
非

常
に
重
き
を
な
す
。
高
浜
原
発
3
、
4

号
機
の
運
転
差
し
止
め
仮
処
分（
大
津

地
裁
平
成
28
年
3
月
9
日
）が
大
阪
高

裁
に
よ
り
取
り
消
さ
れ
た（
平
成
29
年

3
月
28
日
）。

　

こ
れ
等
に
共
通
す
る
の
は「
新
た
な

局
面
を
向
か
え
た
」の
で
は
な
い
か
。

文
責　
（
釣
本　

音
次
）

　
広
報
特
別
委
員
会

第23回開会式

議会傍聴にぜひお越しください!議会傍聴にぜひお越しください!

婦人会の皆さまと
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